
No.186
令和２年10月発行

９月議会

第７回定例会について …… ２～４
第８回臨時会について ………………５
議会傍聴のお知らせ …………………６
村政を質す（一般質問） ……７～13
議会活動報告 ……………………………… 14

交通安全鼓笛隊パ
レード

（さくら小学校）



2
北塩原議会だより
No.186
令和２年10月発行

第 ７ 回
定 例 会
あらまし

令
和
２
年
第
７
回
定
例
会
が
９
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
７
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
た
。

１
日
目
は
村
長
か
ら
村
政
の
報
告
と
議
案
の
提
案
理
由
の
説
明
、
ま
た
各
議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、
専
決
処
分
の

説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
が
行
わ
れ
た
。
４
日
目
か
ら
５
日
目
ま
で
合
計
６
名
の
議
員
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

６
日
目
に
各
常
任
委
員
会
を
行
っ
た
。
７
日
目
に
条
例
お
よ
び
議
案
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
が
行
わ
れ
、
議
決
は
原

案
承
認
１
件
、
原
案
可
決
20
件
と
意
見
書
１
件
の
採
択
と
な
っ
た
。

決算概要
　令和元年度の一般会計決算額は歳入30億7,996万円、歳出
29億3,896万円となり、前年度に比べ、歳入３億8,423万円
（11.1％減）、歳出３億2,493万円（10.0％減）となった。
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に規定する
報告では、実質公債費比率は14.2％となり前年度比1.5ポイ
ントの増加となった。（３ページ）

令和元年度一般会計決算 歳出総額
29億3,896万円

歳　入

自主財源
9億1,305万円
29.6％

依存財源
21億6,691万円

70.4％

歳　出

義務的経費
10億5,967万円
36.1％投資的経費

3億4,679万円
11.8％

一般的経費
11億2,324万円

38.2％

繰出金
4億926万円

13.9％

・村民税、固定資産税、軽自動車税、  
  たばこ税、入湯税
・公営住宅、公共施設の使用料など

・特別職及び村職員の給与
・医療費助成等の経費
・借入金の返済金

・消耗品、公共料金等の経費
・施設の修繕、除雪等の経費
・組合への負担金、各種団体への
補助金等の経費

・道路、公共施設等
　経費
・災害時の復旧費

・特別会計で行う事業の
一部を負担する経費

・国税の一部から地方共有の
財源として地方に交付され
るもの
・国、県の支出金
・国や銀行等からの借入金

歳入総額
 30億7,996万円

歳出総額
 29億3,896万円
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第
７
回
定
例
会

特
別
会
計
全
般
に

関
す
る
質
問

議
案
第
55
号

「
北
塩
原
村
保
健
セ
ン

タ
ー
条
例
の一
部
を
改
正

す
る
条
例
」

○
主
な
質
疑

【
問
】
佐
藤 

善
博 

議
員

　

案
を
作
成
し
た
時
の

状
況
と
現
在
で
は
コ
ロ

ナ
の
状
況
が
違
っ
て
き

て
い
る
。
保
健
師
が
常

駐
し
拠
点
と
な
る
施
設

な
の
で
、
コ
ロ
ナ
が
終

息
す
る
ま
で
保
健
セ
ン

タ
ー
主
催
の
事
業
以
外

を
実
施
す
べ
き
で
は
無

い
と
思
う
が
考
え
を
伺

う
。

【
答
】（
村
　
長
）

　

コ
ロ
ナ
で
大
変
な
中

で
あ
り
ま
す
の
で
そ
の

よ
う
な
条
件
で
施
行
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
問
】
佐
藤 

善
博 

議
員

　

昨
年
よ
り
監
査
の
意

見
が
増
え
て
い
る
重
み

を
村
長
は
ど
う
考
え
る

か
。

【
答
】（
村
　
長
）

　

本
当
に
大
切
な
課
題

で
す
。
可
視
化
し
、
全

庁
的
に
取
り
組
み
、
担

当
課
は
も
と
よ
り
横
断

的
に
ど
う
い
う
風
に
し

た
ら
徴
収
率
が
上
が
る

か
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
問
】
佐
藤 

善
博 

議
員

　

特
別
会
計
で
な
ぜ
こ

れ
だ
け
起
債
を
使
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

【
答
】（
建
設
課
長
）

　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
減
収

の
見
込
み
が
あ
る
場
合

は
特
別
減
収
企
業
債
を

使
う
よ
う
国
か
ら
指
示

が
あ
っ
た
た
め
借
り
入

れ
を
行
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

【
問
】
佐
藤 

善
博 

議
員

　

使
用
料
の
徴
収
が
出

来
て
な
い
の
に
借
金
を

す
る
の
は
お
か
し
い
の

で
は
な
い
か
。
努
力
が

足
り
な
い
の
で
は
な
い

か
。

【
答
】（
村
　
長
）

　

真
摯
に
受
け
止
め
、

収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン

ス
は
非
常
に
大
切
な
こ

と
で
す
の
で
、
し
っ
か

り
と
皆
様
に
ご
提
示
出

来
る
よ
う
に
、
鋭
意
努

力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

報告第５号

監査の結果

令和元年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
健全化判断比率とは、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき算定・公表される財政指
標です。健全化判断比率には早期健全化基準及び財政再生基準、資金不足比率には経営健全化基準があり、
その基準以上となると、改善に向けた財政計画を策定しなければなりません。なお、平成20年度決算か
ら計画策定が義務付けられています。

総合意見　健全化判断比率、及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、い
ずれも適正に作成されているものと認められる。

１、財政健全化判断比率� （単位：％）

項　　目 北塩原村の数値 早期健全化基準 財政再生基準平成 30 年度 令和元年度
実 質 赤 字 比 率 ― ― 15.0 20.0
連 結 実 施 赤 字 比 率 ― ― 20.0 30.0
実 質 公 債 費 比 率 12.7 14.2 25.0 35.0
将 来 負 担 比 率 91.9 103.1 350.0
備考　実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、実質赤字額及び連結実施赤字額がないため「―」と表記した。

２、資金不足比率� （単位：％）
項　　目 北塩原村の数値 経営健全化基準

簡 易 水 道 事 業 費 特 別 会 計 ― 20.0
特定環境保全下水道事業特別会計 ― 20.0
簡 易 排 水 施 設 事 業 特 別 会 計 ― 20.0
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 ― 20.0

備考　資金不足比率について、資金不足がないため、「―」と表記した。
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請
願
第
２
号

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁

止
条
約
の
調
印
・
批
准

を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
関
す
る
請
願
書
」

〇
請
願
人

福
島
県
原
爆
被
害
者

協
議
会

　
　

会
長　

木
幡 

吉
輝

〇
紹
介
議
員

�

小
椋　

元 

議
員

〇
結
果  

賛
成
多
数
で
可
決

　『
趣
旨
採
択
』

請
願
第
３
号

「
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
で
発

生
し
た
放
射
能
汚
染
水

（
ア
ル
プ
ス
処
理
水
）
の

海
洋
放
出
に
反
対
す
る

請
願
書
」

〇
請
願
人

Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｅ

（
平
和
と
平
等
を
守
る
民

主
主
義
ア
ク
シ
ョ
ン
）

代
表　

久
保
田　

亮

〇
紹
介
議
員

�

小
椋　

元 

議
員

〇
結
果  

賛
成
多
数
で
可
決

　『
趣
旨
採
択
』

陳
情
第
３
号

「
保
育
所
等
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
関
わ
る
陳

情
書
」

〇
陳
情
人

福
島
県
保
育
連
絡
会

　

代
表　

大
宮　

勇
雄

〇
結
果  

賛
成
多
数
で
可
決

　『
趣
旨
採
択
』

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴
う

地
方
財
政
の
急
激
な
悪

化
に
対
し
地
方
税
財
源
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書
」

〇
結
果

　『
全
会
一
致
で
可
決
』

提
出
先

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

内
閣
官
房
長
官
、
財
務

大
臣
、
総
務
大
臣
、
厚

生
労
働
大
臣
、
経
済
産

業
大
臣
、
経
済
再
生
担

当
大
臣
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
担
当
大
臣

請
願
・
陳
情

意
見
書

　

８
月
の
村
議
会
議
員
補

欠
選
挙
で
当
選
し
ま
し
た

酒
井
利
美
で
す
。

　

私
は
村
で
生
ま
れ
育
ち
、

村
内
で
妻
と
設
計
事
務
所

を
営
ん
で
い
ま
す
。
人
口

減
少
が
進
み
子
供
も
少
な

く
な
り
空
き
家
も
増
え
、

村
の
財
政
も
悪
く
存
亡
に

か
か
わ
る
危
機
的
状
況
で

す
。
村
民
の
負
託
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

常
任
委
員
会
委
員
の

補
欠
選
任
に
つ
い
て

　

新
た
に
議
員
と
な
っ
た

酒
井
利
美
議
員
の
所
属
委

員
会
の
選
任
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
に
選
任

新
人
議
員
紹
介

　９月定例会に先立ち、８月19日から22日にかけて一般会計および特別会計の令和元年
度決算監査が実施された。

○一般会計
　村税徴収率を前年度比率からみると現年度分、滞納繰越分合計では3.6％の増加です
が、滞納繰越分では0.6％減少していることから、財源確保の観点からもより一層の徴
収強化に努める事を望みます。予算執行状況は有効適正であることは認めますが、健
全財政を確保する観点からも事務の効率化と経常経費等の節減、各事業の適正な財政
運営の改善を図る事を望みます。
○特別会計
　各会計において様々な要因はあるが、収入と支出のバランスが必要であるので、今後、
更に徴収担当課を中心に業務担当課との連携により、徴収率の向上を図り健全会計に
努める事を望みます。また、上下水道使用料についても、今後増加が見込まれる施設
維持管理費による財政状況の悪化を招かないためにも、基本的な財源である水道使用
料金及び下水道使用料金の見直しについて、検討が必要であります。

決算監査意見

酒井 利美 議員
（剣ケ峯）
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議
案
第
71
号

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
全
会
一
致
で
同
意
と

な
り
ま
し
た
。

前
代
表
監
査
委
員
で
あ

る
武
藤
義
憲
氏
が
９
月
24

日
で
３
期
目
の
任
期
満
了

と
な
り
、
今
期
を
も
っ
て

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

議
案
第
70
号

　

本
臨
時
会
で
は
、
新
し

い
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
村
長
よ
り
提
案
が
あ

り
、
全
会
一
致
で
同
意
と

な
り
ま
し
た
。

第
８
回

臨
時
会

【
主
な
議
案
】

議
案
第
69
号

「
裏
磐
梯
浄
化
セ
ン
タ
ー

汚
泥
棟
電
気
設
備
更
新
工

事
請
負
契
約
に
つ
い
て
」

○
契
約
相
手
先

富
士
古
河
Ｅ
＆
Ｃ
株
式

会
社
北
日
本
支
店

　

支
店
長　

木
村　

弥

○
契
約
金
額

　

１
億
１
千
万
円

議
　
決

　

全
会
一
致
で
可
決

○
主
な
質
疑

【
問
】
池
田 

睦
宏 

議
員

　

発
案
自
体
は
建
設
課
で

行
っ
た
も
の
な
の
か
。
業

者
等
に
相
談
を
し
て
作
っ

た
の
か
。

【
答
】（
建
設
課
長
）

　

村
の
修
繕
計
画
に
基
づ

き
県
、
国
と
協
議
し
な
が

ら
建
設
課
で
検
討
協
議
し

実
施
し
た
も
の
で
す
。
事

前
に
業
者
と
の
相
談
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

【
問
】
遠
藤 
祐
一 

議
員

　

今
年
度
８
千
万
円
、
残

り
を
次
年
度
と
い
う
事
に

な
っ
て
い
る
が
、
次
年
度

に
変
化
は
な
い
の
か
。

【
答
】（
建
設
課
長
）

　

変
更
は
無
い
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
問
】
佐
藤 

善
博 

議
員

　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
備
品
の

調
達
が
出
来
な
く
て
工
事

が
進
ま
な
い
と
い
う
報
道

も
あ
る
が
今
回
の
工
事
で

は
大
丈
夫
な
の
か
。

【
答
】（
建
設
課
長
）

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
の
影

響
は
全
く
無
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
村
と
し
て
は

遅
れ
が
無
い
よ
う
に
業
者

に
指
示
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
】
佐
藤 

善
博 

議
員

　

村
の
財
政
が
悪
化
し
て

い
る
状
況
で
予
定
価
格
に

対
し
落
札
率
が
99
・
６
％

と
は
も
っ
と
落
と
す
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】（
副
村
長
）

　

再
入
札
の
結
果
99
％
を

超
え
ま
し
た
が
今
後
は
よ

り
競
争
性
を
高
め
る
や
り

方
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

【
問
】
佐
藤 

善
博 

議
員

　

新
聞
で
は
本
村
の
財
政

健
全
化
比
率
が
県
内
で

ワ
ー
ス
ト
１
と
な
っ
て
い

る
中
で
今
後
ど
の
よ
う
に

運
営
し
て
い
く
の
か
。

【
答
】（
副
村
長
）

　

財
政
管
理
に
つ
い
て
は

職
員
一
丸
と
な
っ
て
１
％

で
も
下
げ
る
努
力
は
今
後

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

裏磐梯浄化センター

前監査委員
武藤 義憲 氏
（北山）

五十嵐 房子 氏
（大久保）

※再任

新監査委員（任期４年）
山本 文麿 氏
（関屋）

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
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議会傍聴にお越しください！
次回定例会は 12 月 11 日㈮ 開会予定です。
議会は皆さんの生活に寄り添い、皆さんの声を村へ反映する議決機関です。

村のこれからが見える議会傍聴にぜひ足をお運びください。
議会傍聴、議会だよりのお問い合わせは議会事務局まで。
TEL：（２３）３２６３　FAX：（２５）７３５８

HPアドレス：https://www.vill.kitashiobara.fukushima.jp/gikai/

【 議会傍聴のすすめ 】

傍
聴
席
の
ご
案
内

北塩原村議会の傍聴は「北塩原村議会傍聴規則」に基づき実施されています。今回はそ
の内容の一部を分かりやすくご紹介し、より多くの方に傍聴いただけるようにご案内いた
します。

議場の傍聴席は全部で25席です。原則として先着順となっており、事前予約等は
できませんが大人数で傍聴に来られる場合には、混雑状況を把握するために事前に
議会事務局へご連絡をお願いします。
25名を超えた場合、また、新型コロナウイルス感染症予防の観点から傍聴席を減

らす措置が取られた場合には、役場本庁コミュニティセンターロビーにあるテレビ、
または裏磐梯合同庁舎にあるテレビにて視聴が可能ですのでご利用ください。

議会傍聴注意事項
１．議会を傍聴しようとする方は、名簿に記載願います。
２．傍聴席では、帽子、コート、マフラー等はお脱ぎ下さい。
３．傍聴者は、傍聴席のみで議場に入ることはできません。
４．傍聴席での飲食、喫煙、私語、拍手等は禁じられています。
５．議場での言論に対して、公然と可否を表明したり、談論やその他騒ぎ立てたり

しないでください。
６．携帯電話は、電源を切るかマナーモードにするとともに、議会中は操作しない

ようにして下さい。
７．議会の撮影、録音等は許可を得た場合以外は行わないで下さい。
８．児童及び乳幼児は傍聴席に入れません。
９．その他、議会の妨害等となる場合は、退場を命じます。
10．傍聴人はすべて議長または、係員の指示に従ってください。

コロナ対策として
１．マスクは必ずご着用ください。
２．入退室時は必ず手指の消毒を行ってください。



7
北塩原議会だより
No.186
令和２年10月発行

　
　

一
般
質
問
と
は
？

議
員
が
村
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、
事
務
の
執
行
状
況
や

将
来
の
方
針
等
に
つ
い
て
の
所
信
や
疑
問
を
質
す
こ
と
で
、

報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

村
政
を
質
す

ズバリ!!

６
人
が
一
般
質
問
に
立
つ
！

１　池　田　睦　宏　　議　員………………………８
○村長の政治姿勢について
○エミューの飼育と今後の展望について

２　小　椋　　元　　　議　員………………………９
○敬老会のあり方について
○村長が公約として掲げた「学校給食の無料化」について

３　佐　藤　善　博　　議　員…………………… 10
○村長の政治・村政について
○村長選挙について

４　酒　井　利　美　　議　員…………………… 11
○空き家を活用した移住者の受け入れについて
○空き家バンクについて
○移住体験について

５　伊　関　明　子　　議　員…………………… 12
○新型コロナウィルスの対応について
○クマ、サル、イノシシ等の対策について
○Wi-Fiの整備について

６　若　林　幸　子　　議　員…………………… 13
○村長の掲げている移住定住者の増加、人口減少対策について
○ジュンサイ摘み体験について
○くまさんバス１号について
○デマンドバス、タクシーについて

（登壇順）
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池
田　
睦
宏

問  

選
挙
時
に
公
約
と
し

て
掲
げ
て
い
た
三
つ
の
テ
ー

マ
は
実
現
性
に
乏
し
く
そ

れ
を
村
民
に
約
束
す
る
の

は
不
誠
実
で
は
な
い
か
。

答
　
村
　
長

　

自
然
を
活
か
す
、
文
化

を
活
か
す
、人
を
活
か
す
、

こ
の
三
つ
の
テ
ー
マ
を
公

約
に
掲
げ
ま
し
た
。
皆
さ

ま
方
の
声
を
し
っ
か
り
と

お
聞
き
し
、
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
で
み
ん

な
が
輝
き
、
誇
れ
る
北
塩

原
村
を
実
現
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
選
挙
の
街
頭
演
説
で
、

特
に
投
票
日
の
前
日
、
北

山
で
最
後
遊
説
を
し
た
と

思
う
が
、
相
手
候
補
に
つ

い
て
で
は
な
く
、
第
三
者

の
名
前
を
あ
げ
て
非
難
を

し
た
と
い
う
話
が
耳
に
届

い
て
い
る
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
村
　
長

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
全

く
な
か
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

問　
そ
れ
が
嘘
だ
と
言
う

の
で
あ
れ
ば
、
村
長
は
支

援
者
や
村
民
を
嘘
つ
き
だ

と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も

の
だ
。
し
っ
か
り
真
摯
に

村
政
に
向
き
合
っ
て
い
た

だ
く
決
意
が
あ
る
の
か
ど

う
か
伺
う
。

答
　
村
　
長

　

街
頭
演
説
は
選
挙
運
動

の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
実
施

し
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す

し
、
今
ほ
ど
ご
指
摘
の
よ

う
な
こ
と
は
全
く
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は

村
民
の
方
々
を
裏
切
る
行

為
、
そ
う
し
た
こ
と
で
は

全
く
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

問  

体
調
の
問
題
、
大
丈

夫
な
の
か
ど
う
か
。
検
査

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

よ
う
な
体
調
が
も
し
あ
る

の
で
あ
れ
ば
、
村
長
の
立

候
補
を
す
る
べ
き
で
は
な

エ
ミ
ュ
ー
の
飼
育
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

村
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

・村長の政治姿勢について

・エミューの飼育と今後の展望について

問　
実
際
に
収
益
化
と
な

り
得
る
基
準
が
ど
こ
に
あ

る
の
か
、
何
羽
飼
育
す
る

の
か
、
ど
の
く
ら
い
の
面

積
必
要
な
の
か
伺
う
。

答
　
農
林
課
長

　

エ
ミ
ュ
ー
単
独
で
は
４

０
０
羽
飼
育
し
、
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
程
度
必
要
で
は
な

い
か
と
い
う
試
算
を
し
て

い
ま
す
。

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

今
の
状
況
を
伺
う
。

答
　
村
　
長

　

村
民
の
負
託
に
応
え
る

以
上
は
、
私
の
体
を
村
民

の
方
々
に
隠
し
て
い
く
わ

け
に
は
い
か
な
い
と
い
う

こ
と
か
ら
検
査
を
し
、
全

く
異
常
が
な
く
、
主
治
医

に
も
太
鼓
判
を
押
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
村
政
の
発
展

の
た
め
、
全
力
を
傾
け
て

取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

問　
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土

地
が
今
村
内
に
あ
る
の
か

ど
う
か
、
ま
た
、
農
家
に

こ
う
い
っ
た
事
業
の
説
明

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

う
。

答
　
農
林
課
長

　

土
地
に
つ
い
て
は
現
在

確
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
現

状
の
面
積
だ
け
で
経
営
を

成
り
立
た
せ
る
の
は
難
し

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
農
家
の
方
々
は
様
々

な
メ
デ
ィ
ア
で
情
報
を
得

て
い
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

問　
農
家
の
方
に
説
明
も

な
く
、
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

土
地
が
な
い
上
に
財
政
逼

迫
の
問
題
、
取
捨
選
択
が

求
め
ら
れ
る
が
、
今
後
続

け
て
い
く
べ
き
で
は
無
い

と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

答
　
村
　
長

　

来
年
度
の
中
で
総
合
的

に
判
断
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
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答
　
村
　
長

　

そ
う
し
た
考
え
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
の
結
論
と
し
て
出
さ
れ

た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

次
年
度
、
皆
さ
ま
方
と
と

も
に
喜
び
あ
え
る
機
会
が

あ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
敬
老
会

が
中
止
と
な
り
、
お
祝
い

弁
当
の
通
知
が
な
さ
れ
た

が
、敬
老
会
経
費
に
見
合
っ

た
商
品
券
か
お
祝
い
金
を

配
付
し
て
は
ど
う
か
、
考

え
を
伺
う
。

答
　
住
民
課
長

　

こ
の
事
業
は
外
出
機
会

を
創
出
し
、
交
流
に
よ
り

健
康
長
寿
に
資
す
る
こ
と

も
狙
い
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
は
健
康
管
理
の

面
か
ら
各
世
帯
で
の
お
祝

い
を
す
る
内
容
と
し
て
計

画
し
ま
し
た
。
商
品
券
、

ま
た
は
お
祝
い
金
の
配
付

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
予
算
を
取
っ
て
あ
る

の
だ
か
ら
、
金
券
か
、
そ

れ
な
り
の
も
の
を
祝
金
と

し
て
出
し
て
も
ら
い
た
い
。

そ
う
い
う
時
代
も
あ
っ
た

わ
け
だ
か
ら
、
考
え
を
伺

う
。

村
長
が
公
約
と
し
て
掲

げ
た
「
学
校
給
食
費
の

無
料
化
」
に
つ
い
て

問　
村
長
が
掲
げ
た
学
校

給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い

て
、
こ
れ
は
各
家
庭
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
、
ぜ
ひ
実
現
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、

実
施
の
時
期
な
ど
に
つ
い

て
伺
う
。

答
　
村
　
長

　

子
育
て
支
援
と
し
て
学

校
給
食
の
無
料
化
を
打
ち

出
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
制
度
構
築
や
財
源

の
確
保
な
ど
、
様
々
な
課

題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
し
ば
ら
く
時
間
を
い

た
だ
き
、
予
算
審
議
の
際

に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問　
公
約
に
書
い
て
あ
る

か
ら
、
任
期
中
と
い
う
こ

と
で
あ
る
と
思
う
が
、
公

約
実
現
１
号
と
し
て
や
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が

再
度
伺
う
。

答
　
村
　
長

　

公
約
の
第
１
号
な
の
で

や
り
た
い
の
は
山
々
で
す

が
、
総
合
的
に
鑑
み
な
が

ら
、
実
現
に
向
け
て
職
員

と
も
ど
も
英
知
を
出
し
て

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

問　
こ
の
給
食
費
、
ど
の

く
ら
い
に
な
る
の
か
伺
う
。

答
　
教
育
課
長

　

今
年
度
の
４
月
現
在
の

児
童
生
徒
、
小
学
校
、
中

学
校
の
子
ど
も
の
数
と
年

間
の
給
食
費
を
単
純
に
計

算
し
た
も
の
で
す
が
、
そ

の
合
計
額
は
１
０
２
８
万

円
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

敬
老
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て

小
椋　
　
元

・敬老会のあり方について
・村長が公約として掲げた

　　「学校給食費の無料化」について

令和元年度敬老会の様子
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村
長
の
政
治
・

村
政
に
つ
い
て

問　
選
挙
期
間
中
に
発
行

さ
れ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
、

公
約
は
今
後
の
政
治
路
線

と
捉
え
て
よ
い
の
か
伺
う
。

ま
た
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

つ
い
て
、
詳
細
に
議
会
に

説
明
す
べ
き
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

答
　
村
　
長

　

選
挙
公
約
に
つ
い
て
で

す
が
、
自
然
を
活
か
す
、

文
化
を
活
か
す
、
人
を
活

か
す
、
こ
の
三
つ
の
テ
ー

マ
に
、
み
ん
な
が
輝
き
、

み
ん
な
が
誇
れ
る
北
塩
原

村
を
実
現
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
施

策
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

機
会
を
捉
え
ま
し
て
議
員

の
皆
さ
ま
方
に
ご
説
明
を

申
し
上
げ
る
考
え
で
す
。

問　
村
長
の
支
援
者
、
運

動
員
の
方
が
、村
長
に
な
っ

た
ら
20
万
円
出
す
と
有
権

者
に
話
を
し
な
が
ら
歩
い

佐
藤　
善
博

村
長
選
挙
に
つ
い
て

た
そ
う
だ
が
、
そ
う
い
う

事
実
が
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
ど
の
よ
う
に
村
長
は

捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
　
村
　
長

　

20
万
円
を
公
約
と
し
て

集
票
活
動
し
た
と
い
う
こ

と
は
な
い
も
の
と
私
は
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
20
万

円
と
い
う
も
の
に
つ
い
て

は
、
前
村
政
に
お
い
て
議

会
の
議
決
を
経
て
ま
す
の

で
こ
れ
は
大
変
尊
重
す
べ

き
こ
と
で
す
の
で
私
は
そ

れ
を
尊
重
し
、
今
後
村
政

に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
村
長
選
挙
の
遊
説
期

間
中
、
運
動
員
が
個
人
の

名
前
を
出
し
て
誹
謗
中
傷

し
た
と
い
う
話
を
聞
い
た

が
、
村
長
に
な
っ
た
今
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

答
　
村
　
長

　

選
挙
運
動
に
お
き
ま
し

て
は
、
誹
謗
中
傷
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
私
も
十
分
存
じ
て
お

り
ま
す
。
今
回
の
選
挙
に

お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な

事
実
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
お
答
え
を
し
ま
す
。

問　
北
山
の
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー
前
に
お
い
て
、
街

頭
演
説
が
行
わ
れ
た
が
、

支
援
す
る
２
名
の
方
が
、

名
前
と
役
職
名
を
出
し
て
、

１
人
の
方
は
、
マ
イ
ク
を

握
っ
て
個
人
名
と
役
職
名
、

氏
名
も
フ
ル
ネ
ー
ム
で
言
っ

て
、
誹
謗
中
傷
し
た
と
い

う
ふ
う
に
話
を
聞
い
た
が

ど
う
思
う
の
か
伺
う
。

答
　
村
　
長

　

選
挙
運
動
に
つ
い
て
は
、

誹
謗
中
傷
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
私

は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私

以
外
の
お
二
人
の
方
と
い

う
、
今
お
話
を
伺
い
ま
し

た
が
、そ
の
事
実
は
な
か
っ

た
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

・村長の政治・村政について

・村長選挙について
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問　
村
内
で
の
受
け
入
れ

体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
伺
う
。

答
　
総
務
企
画
課
長

　

村
で
は
空
き
家
バ
ン
ク

を
開
設
し
情
報
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
電
話
等
に

よ
る
相
談
、
希
望
が
あ
っ

た
場
合
に
は
物
件
の
案
内
、

内
覧
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
村
長
の
所
信
表
明
を

聞
き
、
そ
の
中
に
空
き
家

の
対
策
、
移
住
定
住
の
話

が
あ
っ
た
が
、
具
体
的
な

考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答
　
村
　
長

　

先
進
の
事
例
も
あ
り
ま

す
の
で
、
十
分
参
考
に
し

て
、
我
が
村
で
も
取
り
入

れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
れ

ば
、
対
策
を
講
じ
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数
、

ま
た
開
設
当
初
か
ら
の
利

用
者
数
は
ど
う
か
伺
う
。

答
　
総
務
企
画
課
長

　

令
和
２
年
の
４
月
か
ら

９
月
８
日
ま
で
の
ア
ク
セ

ス
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は

１
万
８
８
１
件
で
す
。
空

き
家
バ
ン
ク
は
平
成
28
年

10
月
１
日
に
開
設
し
ま
し

た
が
、
以
前
の
ア
ク
セ
ス

数
に
つ
い
て
の
記
録
は
整

備
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

す
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

掲
載
ル
ー
ル
を
定
め
る
な

ど
、
今
後
の
村
と
し
て
の

方
針
を
伺
う
。

答
　
総
務
企
画
課
長

　

掲
載
は
、
実
施
要
項
に

基
づ
き
ま
し
て
、
物
件
の

登
録
審
査
を
行
い
、
掲
載

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

酒
井　
利
美

問　
そ
う
い
う
大
き
な
ル
ー

ル
は
あ
る
と
思
う
が
、
写

真
が
１
枚
だ
け
と
か
、
写

真
の
枚
数
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

掲
載
が
違
う
が
、
そ
の
点

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

答
　
総
務
企
画
課
長

　

よ
り
物
件
の
状
況
が
分

か
る
よ
う
な
掲
載
方
法
に

つ
い
て
研
究
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

空
き
家
を
活
用
し
た

移
住
者
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て

空
き
家
バ
ン
ク
に

つ
い
て

移
住
体
験
に
つ
い
て

答
　
総
務
企
画
課
長

　

移
住
定
住
サ
イ
ト
、「
き

た
し
お
ば
ら
ぐ
ら
し
」
は

更
新
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

よ
り
身
近
で
、
よ
り
現
実

的
な
情
報
を
発
信
す
る
と

い
う
手
助
け
が
で
き
る
よ

う
、
改
善
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

問　
独
自
の
支
援
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
村
の
考
え

方
を
伺
う
。

答
　
総
務
企
画
課
長

　

村
の
独
自
の
支
援
策
と

し
ま
し
て
は
、
空
き
家
の

改
修
補
助
金
制
度
が
ご
ざ

い
ま
す
。

問　
移
住
・
定
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

答
　
総
務
企
画
課
長

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務

に
つ
き
ま
し
て
は
、現
在
、

そ
の
業
務
を
担
っ
て
い
た

だ
け
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
募
集
し
て
い
る
と
い

う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

・空き家を活用した移住者の受け入れに
     ついて

・空き家バンクについて
・移住体験について

問　
村
で
は
村
営
住
宅
の

貸
し
出
し
は
行
っ
て
い
る

の
か
。

答
　
総
務
企
画
課
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
実
施
し

て
い
な
い
と
い
う
状
況
で

あ
り
ま
す
。

問　
「
き
た
し
お
ば
ら
ぐ
ら

し
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
新
が
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
が
、
現
在
の
運

用
は
ど
う
し
て
い
る
の
か

伺
う
。
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ク
マ
、
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ

等
の
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
対
応
に
つ
い
て

Wi-

Fi
の
整
備
に
つ
い
て

Ｑ．

Ａ．

伊
関　
明
子

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

な
ど
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
よ

り
、
一
つ
の
施
設
を
閉
鎖

す
る
事
態
に
な
り
ま
し
て

も
、
残
り
の
二
つ
の
施
設

で
業
務
を
継
続
で
き
る
体

制
を
構
築
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

る
村
税
等
の
減
収
見
込
額

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
税
務
課
長

　

本
年
８
月
末
の
前
年
同

期
と
比
較
し
た
村
税
の
収

入
額
は
合
計
約
１
６
０
０

万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
見
込
み
で
、

村
税
の
年
度
末
の
減
収
額

の
推
計
で
約
３
８
０
０
万

円
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
次
年
度
予
算
に
つ
い

て
補
助
金
等
を
含
む
収
入

額
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
総
務
企
画
課
長

　

今
後
新
た
な
対
策
が
必

要
に
な
る
場
合
な
ど
が
想

問　
村
長
並
び
に
村
の
職

員
の
健
康
管
理
体
制
に
つ

い
て
伺
う
。

答
　
総
務
企
画
課
長

　

新
し
い
生
活
様
式
を
実

践
し
た
上
で
、
職
員
そ
れ

ぞ
れ
体
温
、
体
調
の
毎
日

の
記
録
、
行
動
履
歴
等
の

整
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
発
熱
の
あ
る
方
の

立
ち
入
り
の
制
限
、
営
業

活
動
等
に
よ
る
事
務
室
の

立
ち
入
り
の
制
限
、
職
員

に
よ
る
環
境
消
毒
、
会
議

開
催
時
の
３
密
対
策
等
の

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

問　
村
内
で
コ
ロ
ナ
感
染

者
が
発
生
し
た
際
の
対
応

に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

や
支
所
を
含
め
、
村
の
業

務
に
遅
れ
が
生
じ
な
い
か

伺
う
。

答
　
総
務
企
画
課
長

　

職
員
の
自
宅
待
機
等
や

一
時
的
に
施
設
を
閉
鎖
し

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
年

度
の
予
算
編
成
に
お
き
ま

し
て
も
大
き
な
影
響
が
出

る
と
い
う
こ
と
を
予
想
し

て
お
り
ま
す
。

問　
村
が
実
施
し
て
い
る

事
業
及
び
今
後
必
要
と
な

る
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
農
林
課
長

　

村
で
は
、
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
に
よ
る
捕
獲
や

巡
回
活
動
、
追
い
払
い
花

火
の
配
布
、
電
気
柵
設
置

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
防

止
対
策
、
防
災
無
線
や
村

広
報
紙
な
ど
に
よ
る
注
意

喚
起
、
国
、
県
の
関
係
機

関
や
近
隣
市
町
村
と
の
連

携
な
ど
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問　
村
の
事
業
以
外
で
、

村
民
や
各
行
政
区
で
実
施

し
て
い
る
実
例
に
つ
い
て

伺
う
。

問　
今
後
の
観
光
に
お
い

て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
流
れ
に

村
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
伺
う
。

答
　
商
工
観
光
課
長　

　

裏
磐
梯
の
美
し
い
自
然

の
中
で
、
推
進
す
る
こ
と

が
、
急
減
し
て
い
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
等
に
代
わ
る
観

光
振
興
策
と
し
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、国
、

県
の
情
報
を
取
り
入
れ
な

が
ら
積
極
的
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

答
　
農
林
課
長

　

住
宅
周
辺
の
草
刈
り
や
、

各
行
政
区
で
の
共
同
作
業

に
よ
る
道
路
や
水
路
周
辺

の
草
刈
り
な
ど
の
集
落
環

境
整
備
な
ど
が
、
人
と
有

害
鳥
獣
と
の
す
み
分
け
、

緩
衝
帯
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

・新型コロナウイルスの対応について
・クマ、サル、イノシシ等の対策について
・Wi-Fiの整備について
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問　
宅
地
の
造
成
、
住
宅

地
の
確
保
、
20
～
30
区
画

程
度
と
は
、
ど
こ
か
ら
こ

の
根
拠
が
で
た
の
か
伺
う
。

答
　
村
　
長

　

１
世
帯
当
た
り
を
３
人

か
ら
４
人
と
し
た
場
合
に
、

１
０
０
人
程
度
の
人
口
を

望
む
に
は
、
20
か
ら
30
区

画
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

問　
北
山
で
検
討
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
人
た
ち
を
入
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
北
塩
原
以
外
の
人
を

入
れ
な
く
て
は
人
口
増
加

に
な
ら
い
な
い
と
思
う
が

村
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
　
村
　
長

　

近
隣
市
町
村
に
も
十
分

需
要
は
あ
る
と
思
い
ま
す

し
、
村
内
で
も
や
む
な
く

近
隣
町
村
に
居
を
移
す
と

若
林　
幸
子

い
う
事
例
も
あ
る
た
め
、

そ
う
い
っ
た
方
々
を
人
口

減
少
の
対
策
と
し
て
考
え

た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問　
裏
磐
梯
の
児
童
数
が

少
な
い
。
そ
の
た
め
に
も

裏
磐
梯
に
も
住
宅
を
建
て

る
べ
き
だ
が
考
え
を
伺
う
。

答
　
村
　
長

　

裏
磐
梯
地
区
は
国
立
公

園
に
あ
り
、
最
低
面
積
が

１
０
０
０
平
米
と
か
、
建

ぺ
い
率
が
20
％
な
ど
、
大

き
な
面
積
を
購
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
高
額
の
土

地
購
入
費
用
と
な
る
こ
と

も
あ
る
の
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
調
査
す
る
中
で
裏
磐

梯
も
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問　
体
験
の
参
加
費
が
大

人
１
８
０
０
円
、
小
学
生

が
１
５
０
０
円
で
、
ジ
ュ

ン
サ
イ
農
家
の
方
々
に
、

お
い
く
ら
お
支
払
い
し
て

問　
五
色
沼
か
ら
磐
梯
高

原
駅
ま
で
観
光
客
の
足
の

確
保
と
し
て
ピ
ス
ト
ン
で

運
行
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

村
長
の
か
か
げ
て
い
る

移
住
定
住
者
の
増
加
、

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

く
ま
さ
ん
バ
ス
１
号

に
つ
い
て

ジ
ュ
ン
サ
イ
摘
み

体
験
に
つ
い
て

い
る
の
か
伺
う
。

答
　
農
林
課
長

　

ジ
ュ
ン
サ
イ
復
活
協
議

会
発
足
の
頃
は
１
６
０
０

円
で
し
た
。
農
家
さ
ん
に

は
１
人
当
た
り
３
０
０
円

お
支
払
い
し
て
い
ま
し
た
。

問　
今
は
１
８
０
０
円
に

な
っ
て
い
る
。
一
生
懸
命

ジ
ュ
ン
サ
イ
を
や
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
の
に
こ
れ

か
ら
も
こ
の
金
額
で
い
こ

う
と
思
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。

答
　
農
林
課
長

　

今
年
は
増
額
し
、
農
家

へ
は
プ
ラ
ス
１
０
０
円
の

４
０
０
円
を
お
支
払
す
る

と
い
う
情
報
は
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

答
　
総
務
企
画
課
長

　

車
両
の
状
況
と
し
て
、

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

故
障
に
よ
り
運
行
中
の
故

障
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
か

ら
路
線
で
の
営
業
の
使
用

は
難
し
い
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。

・村長のかかげている移住定住者の増加、
     人口減少対策について

・ジュンサイ摘み体験について
・くまさんバス１号について
・デマンドバス、タクシーについて

問　
お
年
寄
り
の
病
院
、

買
い
物
の
た
め
に
、
デ
マ

ン
ド
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
を

運
行
す
べ
き
で
あ
る
が
、

村
の
考
え
を
伺
う
。

答
　
総
務
企
画
課
長

　

昨
年
度
策
定
い
た
し
ま

し
た
村
の
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
で
は
、
村
の

公
共
交
通
の
骨
格
は
路
線

バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
し
て
お
り
、
バ
ス
停

か
ら
遠
い
地
域
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
で
は
カ
バ
ー

で
き
な
い
需
要
の
対
応
と

し
て
導
入
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
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秋
冷
の
候
、
夏
の
暑
さ
も
い

つ
の
間
に
か
過
ぎ
去
り
、
早
く

も
冬
の
足
音
が
聞
こ
え
て
く
る

よ
う
な
今
日
こ
の
頃
で
す
が
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

９
月
の
定
例
会
は
遠
藤
和
夫

村
長
の
、
当
選
後
初
の
議
会
と

な
り
ま
し
た
。
本
議
会
で
は
、

村
政
の
検
証
と
今
後
の
事
業
に

つ
い
て
十
分
に
精
査
し
、
村
民

の
負
託
に
応
え
る
べ
く
議
論
を

重
ね
ま
し
た
。

よ
り
多
く
の
皆
様
に
情
報
が

届
く
よ
う
議
会
広
報
を
充
実
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。委員

一
同

　
委 

員 

長�

伊 

藤
　
敏 

英

　
副
委
員
長�

若 

林
　
幸 

子

　
委
　
　
員�

遠 

藤
　
祐 

一

　
委
　
　
員�

池 

田
　
睦 

宏

　
委
　
　
員�

小 

椋
　
　 

眞

編  

集  

委　
員

今
月
の
表
紙

議　
会　
活　
動　
報　
告

編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
、

９
月
23
日
に
行
わ
れ

た
さ
く
ら
小
学
校
の

交
通
安
全
鼓
笛
隊
パ

レ
ー
ド
の
様
子
で
す
。

秋
晴
れ
の
も
と
、

鼓
笛
隊
は
役
場
本
庁

を
出
発
し
、
さ
く
ら

小
学
校
ま
で
元
気
に

行
進
し
ま
し
た
。

10
月
２
日
、
西
会
津
町
公
民
館
で
、

令
和
２
年
度
会
津
耶
麻
町
村
議
会
議

長
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。福

島
県
の
酒
を
全
国
新
酒
鑑
評
会

金
賞
最
多
受
賞
連
覇
に
導
い
た 

福
島

県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
会
津
若
松
技
術

支
援
セ
ン
タ
ー
副
所
長　

鈴
木
賢
二

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
会
津
の
酒
で
地

域
活
性
化
を
図
る
」
と
題
し
、
７
連

覇
の
秘
訣
や
、
日
本
酒
を
通
じ
た
地

域
お
こ
し
に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

10
月
８
日
、
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
に

て
、
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
議

員
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
早
稲
田
大
学
大
学
院　

教

授　
片
山
善
博 

氏
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト　
角
谷
浩
一 

氏
を
迎
え
、
各
地
の

議
会
改
革
の
状
況
や
現
在
の
政
局
に

つ
い
て
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。

交
通
安
全

鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

令
和
２
年
度　

会
津
耶
麻
町
村
議
長
会
議
員
研
修
会

町
村
議
会
議
員
研
修
会

（
県
町
村
議
会
研
修
）


